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著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人

日本産業機械工業会（JSIM）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産

業規格を改正すべきとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，厚生労働大臣及び経済産業大臣

が改正した日本産業規格である。これによって，JIS B 8943:2012 は改正され，この規格に置き換えられ

た。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。厚生労働大臣，経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の

特許出願及び実用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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日本産業規格          JIS 
 B 8943：2022 
 

立体自動倉庫システムースタッカクレーン設計通則 

Automated storage and retrieval system- 

General rules on the design of storage and retrieval machine 

 

1 適用範囲 

この規格は，立体自動倉庫システムに用いるスタッカクレーン及びスタッカクレーン用トラバーサの設

計通則について規定する。 

スタッカクレーンの範囲は，スタッカクレーン本体，その通路内に設置する附属設備及び通路外に設置

する地上操作盤とする。 

2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS B 8821 クレーン鋼構造部分の計算基準 

JIS B 8826-1 クレーン－通路及び保護装置－第 1 部：一般 

JIS B 8831 クレーン－荷重及び荷重の組合せに関する設計原則 

JIS B 8833-1 クレーン－荷重及び荷重の組合せに関する設計原則－第 1 部：一般 

JIS B 8835-1 クレーン－ワイヤロープの選定－第 1 部：一般 

JIS B 8941 立体自動倉庫システム－用語 

JIS B 8942 立体自動倉庫システム－システム設計通則 

JIS B 9700 機械類の安全性－設計のための一般原則－リスクアセスメント及びリスク低減 

JIS B 9703 機械類の安全性－非常停止機能－設計原則 

JIS B 9705-1 機械類の安全性－制御システムの安全関連部－第 1 部：設計のための一般原則 

JIS B 9713-1 機械類の安全性－機械類への常設接近手段－第 1 部：高低差のある 2 か所間の固定さ

れた昇降設備の選択 

JIS B 9713-2 機械類の安全性－機械類への常設接近手段－第 2 部：作業用プラットフォーム及び通

路 

JIS B 9713-3 機械類の安全性－機械類への常設接近手段－第 3 部：階段，段ばしご及び防護さく（柵） 

JIS B 9713-4 機械類の安全性－機械類への常設接近手段－第 4 部：固定はしご 

JIS B 9716 機械類の安全性－ガード－固定式及び可動式ガードの設計及び製作のための一般要求事

項 

JIS B 9960-1 機械類の安全性－機械の電気装置－第 1 部：一般要求事項 


